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九
Ⅱ
卜
・
・
・
Ⅱ
、
金
木
町
中
央

公
氏
館
で
、
輔
卜
・
川
金
木
町

と
人
柵
祉
大
会
が
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
卜
昨
に
開
会
し
、

修
礼
の
あ
と
附
会
の
こ
と
ば
を

金
木
町
社
会
柵
祉
協
縦
会
の
以

坂
撫
摘
氏
が
述
べ
ら
れ
、
黙
排

川
收
斉
咄
に
つ
づ
い
て
、
脱
雌

行
あ
い
さ
つ
を
金
木
町
社
会
柵

祉
協
縦
会
埜
花
川
一
氏
、
激
励

長
寿
お
め
で
と
う

第
十
一
回

金
木
町
老
人
福
祉
大
会

開
か
れ
る

の
こ
と
ば
を
火
怖
町
及
が
そ
れ

ぞ
れ
述
べ
、
猟
彰
に
移
り
ま
し

た
。

猟
彰
に
は
、
共
に
淌
八
卜
岐

を
迎
え
た
傍
品
さ
ん
夫
姉
ほ
か

．
・
・
卜
・
一
柵
が
受
彰
さ
れ
、
受
彰

行
を
代
表
し
て
今
佐
之
こ
さ
ん

（
蒋
良
巾
肘
木
町
）
が
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

大会風景

● 謝辞を述べる今佐之七さん

〈
顕
彰
者
〉

○
価
允
卜
股
以
止
の
踵
″
街

沢
川
き
柾
（
金
木
杵
松
川
）

川
Ⅱ
ソ
メ
（
峠
川
）
眺
椛
ち
よ

（
金
木
本
川
）
、
川
く
に
（
昨

川
）
尚
補
ト
シ
（
翁
水
本
町
）

今
サ
ト
（
あ
し
の
側
）
叫
椰
き

い
（
猟
潮
水
町
）
咄
椛
サ
ョ
（

琉
瀬
ト
派
汀
一
）
今
と
め
（
琉
瀬

卜
派
虻
）
打
川
亦
太
郎
（
弾
良

巾
ド
町
）
桜
唯
、
水
紀
（
洋
良
巾

川
端
町
）
今
迩
次
郎
脚
良
巾

川
端
町
）
凹
村
ふ
よ
（
洋
良
巾

林
町
）

○
澗
八
卜
八
歳
に
途
し
た
艇
〃

尚

近
付
た
み
（
金
木
棚
Ⅱ
町
）

尚
怖
捕
作
（
金
木
雌
町
）
祈
川

ｆ
代
一
（
金
木
汕
町
）
膿
此
偲

太
郎
（
金
木
符
松
町
）
新
川
た

け
（
金
木
小
川
川
）
傍
砧
正
守

（
岬
川
）
佐
藤
太
八
郎
（
畔
川

）
川
川
タ
コ
（
神
原
）
凧
寄
蝋

哺
尺
に
忠
ま
れ
た
九
川
九
Ⅱ

金
木
川
片
野
グ
ラ
ン
ド
に
お
い

て
、
鋪
・
川
北
沖
帷
朏
を
人
ク

ラ
ブ
迎
合
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

Ⅲ
雌
さ
れ
ま
し
た
。

守
乃

Ⅱ
ご
ろ
家
に
と
じ
こ
も
り
力

ち
な
世
人
に
、
太
陽
の
ド
で
お

も
い
っ
き
り
Ⅲ９１ノ

伽
し
て
も
ら
お

う
と
い
う
こ
と

で
、
北
祁
樺
祁

老
人
ク
ラ
ブ
迎

合
公
、
眼
雌
の
も

と
に
行
わ
れ
た

こ
の
ス
ホ
ー
ッ

人
公
、
北
梛
各

町
村
よ
り
約
汀

次
郎
（
川
魚
湯
の
川
）
新
岡
よ

そ
（
川
魚
甥
の
川
）
角
Ⅲ
叫
八

（
川
魚
湯
の
川
）
中
谷
み
の
（

川
術
林
ド
）
竹
内
正
雄
（
藤
枝

）
。
、
川
そ
で
（
あ
し
の
卿
）
尚

橘
梛
。
（
燃
瀬
束
町
）
今
佐
之

じ
（
洋
良
巾
南
本
川
）
火
陥
忠

助
け
あ
い
励
ま
し
あ
う
愛
の
広
場

第
一
回
北
郡
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

開
催
さ
れ
る

ｌ
参
加
者
は
六
百
名
Ｉ

● 堂
々
の
入
場
（
金
木
）

肋
（
弾
良
巾
ド
派
＃
《
）
・
↑
・
ト
ソ

ョ
（
＃
良
巾
ド
派
汀
》
）
桝
崎
と

め
（
押
良
巾
野
崎
）

○
満
八
卜
歳
に
達
し
た
瞳
〃
荷

・
・
運
１
脈
Ｍ

ｊ
４

傍
品
正
守
・
リ
ッ
夫
“
（
岬

川
）

名
ず
つ
介
帥
六
両
余
澗
が
参
加

し
て
お
り
、
こ
れ
ほ
ど
の
人
散

が
一
Ｍ
に
会
し
て
の
人
公
は
県

内
で
も
初
め
て
の
拭
み
と
か
。

入
会
は
九
昨
身
・
卜
分
に
開
会

さ
れ
、
各
町
村
ご
と
に
蛍
々
の

選
服
川
人
腸
の
あ
と
、
迎
合
会

股
あ
い
さ
つ
、
火
怖
町
跿
歓
迎

の
こ
と
ば
、
北
村
加
州
・
叫
縦

公
砿
ｑ
か
ら
の
祝
辞
が
あ
り
、

競
技
に
入
り
ま
し
た
。
競
技
は

帆
船
削
り
り
し
ｌ
・
ス
ブ
ー
ン

リ
レ
Ｉ
・
ボ
ー
ル
送
り
競
止
・

柧
ノ
ｊ
ｊ
／
Ｉ
・
服
入
れ
競
技

１
１
７
Ｊ
一
１
６
１
１
ｌ
ｂ

の
几
繩
Ⅱ
で
、
兇
物
人
の
賦
澁

を
う
け
て
お
じ
い
さ
ん
・
お
ば

あ
さ
ん
も
大
耐
州
。
ま
だ
ま
だ

い
け
る
ぞ
、
と
ゴ
ー
ル
に
か
け

こ
む
お
じ
い
さ
ん
の
顔
に
は
、

汁
い
街
に
蘭
け
て
た
ま
る
か
、

と
い
う
熱
恵
が
う
か
が
わ
れ
ま

し
た
。

結
果
は
、
一
位
餓
川
町
、
↑
・

Ｌ
ｎ
ｖ
－
‐
い
』
必
、
Ⅱ
Ｌ
Ⅶ
Ｊ
、
↑
・
口
し
刈
恥
，
肺
捌
Ｉ
耐
卵
哩
挿
川
川
Ｊ
－
が
蛤
Ｄ
ｌ
」

ｏ
４
ｊ
ノ
ー
、
ノ
ー
ト
か
１
’
１
１
‐
‐
Ｉ
，
ｉ
尋

た
が
、
こ
の
川
兇
せ
た
兀
気
で

も
っ
と
も
っ
と
艇
堆
き
を
し
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

び
ん
つ
り
リ
レ
ー

…一 一
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投票区別有権者数 十
〃
七
Ⅱ
は
、
衆
縦
院
縦
仙

総
選
挙
の
投
票
Ⅱ
で
す
。
大
切

な
あ
な
た
の
一
瞬
を
挺
駄
に
し

壬
衆
議
院
議
員
升
総
畠
挙
一
口
Ｌ

唇
‐
。
”
一
・
．
》
．
阻
却
．
？
》
・
帥
●
華
‐
・
‐
』
、
．
‐
私
・
‐
岫
評
《
。
．
．
．
．
》
苑
・
恥
』
唇
部
．
．
一
宮
－
尾
・
咄
匙
奄
叱
・
邑
酬
』
・
恥
一
‐
・
一
・
龍
》
》
‐
託
』
》
。
‐
‐
叩
．
．
＋
『
韮
‐
》
．
一
・
が
．
．
町
．
．
【
●
．
』
《
．
．
‐
．
．
軸
町
挫
・
．
●
．
●
》
晒
蕊
酬
・
・
》
・
》
．
．
・
・
・
拳
．

｜
Ｉ

扣
月
ワ
曰
投
票
日

区分
投票所男 女 計

投票区 ｌ
あ
な
た
の
一
票
で

よ
り
よ
き
社
会
を
Ｉ

第1投票区

(繩‘沢部）
金木町役場1，870 2,165 4，035

第2投票区

（川倉・藤枝）
川倉小学校492 525 1,017

な
い
よ
う
、
必
ず
投
螺
し
ま
し

よ
”
７
．

近
年
の
衆
縦
院
縦
貝
総
遊
雅

『
Ｏ
ｂ
Ｌ

第3投票区
蒔田児童館239 279 518蒔田･神原・

沢部の1部（ ）
第4投票区

(閥柏木認）
嘉瀬公民館1,314 2，7301，416

匙市小学校｜

の家

●第5投票区

（喜良市）
喜良市小学校895 956 1,845

の
投
蛎
卒
を
兇
ま
ず
と
、
昭
馴

叫
卜
・
一
年
で
別
％
、
凹
卜
旧
年

祠
％
、
Ⅲ
ト
ヒ
年
別
％
、
Ⅱ
卜

・
年
が
鯛
％
と
ド
降
線
を
た
ど

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
み
な

さ
ん
が
川
の
遊
雅
に
い
か
に
雁

関
心
で
あ
る
か
を
・
小
し
て
い
ま

↓凸
Ｏ

へ
γ
年
は
、
オ
イ
ル
・
・
ン
ヨ
ッ

ク
の
年
で
す
。
ｎ
灯
油
や
ガ
ソ

リ
ン
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
惟
橘

第6投票区

（大東ヶ丘）
山の家40 8242

へ
ロ 計 5，3754，852 10,227

！

(S54 9･10現在）

に
帝
汁
し
た
も
の
が
ど
ん
ど
ん

い
、
１
二
口
・
ぜ
、

１
１
カ
リ
し
て
い
ま
す
。
政
論

に
無
間
心
で
あ
っ
て
は
い
け
な

い
の
で
す
。
価
ｔ
げ
を
繩
力
雌

少
限
に
す
る
た
め
に
も
、
私
た

ち
が
政
論
に
参
加
で
き
る
唯
・

の
〃
法
、
遊
瀧
で
私
た
ち
の
迩

兇
を
述
べ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
で
す
。
そ
れ
が
投
票
な
の
で

す
。
投
螺
Ⅱ
に
は
・
人
の
熊
椛

行
も
な
い
よ
う
、
み
な
さ
ん
で

投
螺
し
ま
し
ょ
う
。

喝
Ⅱ
不
在
の
力
の
た
め
の
不

在
行
投
票
は
ｌ
川
六
Ⅱ
ま
で
、

午
Ⅲ
八
時
ｆ
よ
り
午
後
几
畔
ま

で
町
遊
瀧
梅
即
委
乢
会
で
受
け

つ
け
て
い
ま
す
。

最
高
裁
裁
判
官
の

国
民
審
査
も
同
時
に

総
選
挙
と
川
時
に
、
雌
間
哉

判
所
批
判
術
の
川
氏
群
査
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
鮫
判
官
を

罷
免
さ
せ
る
か
ど
う
か
を
投
票

に
よ
っ
て
決
め
る
も
の
で
す
。

投
娯
す
る
″
は
、
や
め
さ
せ
た

い
と
思
う
人
に
×
印
を
記
入
し

よ
い
と
思
う
人
に
は
な
に
も
沸

か
な
い
で
投
轆
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
投
票
し
な
い
人
は
川
紙

を
も
ら
わ
な
い
で
ド
さ
い
。
川

紙
を
待
ち
州
ら
な
い
で
Ｆ
さ

い
◎

●
成
人
を
迎
え
た
人
ま
た
は
迎

え
る
人
の
、
新
打
椛
行
と
し
て

の
感
想
、
ま
た
は
遊
猴
を
雑
験

し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
地
〃
Ⅲ

論
や
川
政
へ
の
参
加
に
つ
い
て

感
じ
た
こ
と
な
ど
の
感
想
文
を

雑
雌
中
で
す
。

こ
れ
は
、
、
論
宙
と
（
財
）

明
る
い
選
艤
推
進
協
会
が
脱
雌

し
て
、
新
有
椛
行
の
政
論
や
選

瀧
に
対
す
る
慰
批
の
間
揚
を
Ⅱ

途
に
征
年
付
う
て
い
る
も
の
で

す
。

応
朧
衝
絡
な
ど
は
次
の
と
お

り
で
す
。

〈
内
祥
・
標
迦
〉

内
存
は
川
文
の
と
お
り
。
標

迦
は
、
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
も

の
と
す
る
。

〈
字
数
〉

二
千
字
以
内
（
川
、
字
飾
原

稿
川
紙
八
枚
程
度
）

〈
応
罪
資
格
〉

昭
祁
・
・
一
卜
叫
年
一
川
一
Ⅱ
か

ら
川
年
ト
ー
〃
・
Ｚ
ト
ー
Ⅱ
ま
で

に
生
ま
れ
た
も
の
。

〈
締
切
期
Ⅱ
〉

十
Ⅱ
三
ト
ー
Ｈ
ま
で
（
当
Ｈ

浦
印
布
効
） 新

有
権
者

感
想
文
募
集
中

、

〈
提
出
先
〉

金
木
町
遊
瀧
祷
理
盗
貝
会

〈
人
進
発
炎
〉

Ｍ
馴
侃
卜
几
年
・
川
、
本
人

に
通
知
す
る
。
斬
聞
発
表
群
は

。
〃
卜
Ⅲ
Ⅱ
（
成
人
の
Ⅱ
）
に

《
〃
う
。

〈
尚
〉雌

催
秀
・
耐
几
″
リ

人
洲
血
禰
各
・
・
・
″
円

惟
作
勝
ｆ
各
・
″
円

〈
炎
彰
〉

雌
優
秀
・
人
洲
の
大
浦
の
人

選
＃
に
対
し
て
、
洽
火
臣
枇
状

を
本
人
に
血
接
、
ｎ
桁
人
胞
よ

り
授
り
す
る
。

〈
応
騨
ｔ
の
注
迩
〉

○
応
孫
行
の
化
所
、
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）
、
性
別
、
生
年
川
Ⅱ

お
よ
び
職
業
を
原
柚
の
末
尾
に

川
肥
す
る
こ
と
。

○
作
舳
は
未
発
表
の
も
の
と
す

プ
（
〕
○

○
募
集
を
知
っ
た
媒
体
名
（
新

川
、
ラ
ジ
オ
郡
）
を
記
入
す
る

↓
」
‐
〆
」
。

※
脈
し
く
は
選
嬬
符
理
委
貝
会

へ
お
鮴
ね
下
さ
い
。

Pムマユ▼▲マョ
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←

述
設
中
の
総
合
小
学
校
の
北

側
校
舎
が
完
成
し
、
・
一
戦
期
よ

り
使
川
さ
れ
て
い
ま
す
。
工
掘

は
北
側
に
取
り
か
か
っ
て
い
ま

ｊら
０

鍾
句 911311、金木町,脈l･γ泰it1,11の総会が

行われました。本fI遮の@j蝶について‘活し

↓あわれました。

函
賑

←

●
１
．
２
Ⅱ
、
中
央
公
氏
航
で
は

金
木
地
Ⅸ
珊
容
細
谷
に
よ
る
叩

容
技
術
撒
押
公
が
附
か
れ
ま
し

た
。
ニ
ュ
ー
ヘ
ヤ
ー
の
研
究
に

几
卜
名
が
参
加
。

ー

旬･評
わ
た
し
た
ち
を

ｉ
１
１
可
。
ｒ
叩
Ⅲ
１
，
墹
Ｐ
１
ｌ
ｈ
諏
召
■
■
■
■
Ｒ

ゞ
交
通
事
故
か
ら
守
っ
て
ね
／
《

k－I_1._･

万二

一
山
や
ｊ
賭

●

A，;Ai ー

(3保、たけ組のみなさん）

(IiflⅡ児のみなさん）

(1保、ばら細のみなさん）

(川倉児、ち(①うりっぷ細のみなさん）

(その2）

'零"〃 、
｜’

ヱュ▲《ユュェユェエェ▲一…

（4）
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『

金 …木…だ翼龍 … り 錘 趣 …よ鰹】

こ
れ
は
撤
椛
ジ
ョ
ン
ガ
ラ
節

の
岨
の
文
句
で
、
祁
帷
七
不
忠

縦
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
蛙
揃

淵
池
の
浮
品
を
岨
っ
た
も
の
。

こ
ろ
は
疋
雑
卜
川
年
、
と
い

え
ば
忠
服
蔵
の
よ
う
だ
が
、
こ

の
年
祁
椛
縦
は
金
木
斬
川
の
州

発
が
よ
う
や
く
完
成
近
く
な
っ

て
、
川
水
の
淵
池
を
つ
く
る
た

め
に
堤
防
築
堤
の
大
蛎
雛
が
州

へ
さ
て
も
ｆ
忠
縦
な
及
揃
淵
池

池
の
典
ン
中
催
浮
品
あ
り
て

風
の
吹
く
た
び

ヤ
レ
閥
東
…
…
…

■■■■

長
富
溜
池
の
浮
島

森 比呂志ム

旧
月
、
日
は
ロ
ロ
の
日
で
す
／

姑
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
踵
甜
の

柵
池
、
胤
瀬
の
淌
久
淵
池
、
金

木
の
膿
枝
淵
池
、
火
沢
内
の
淵

池
、
』
尚
恨
洲
池
な
ど
、
い
ず
れ

も
大
変
な
人
仙
術
で
あ
っ
た
。

哨
時
は
現
在
と
述
っ
て
、
機

械
力
も
遊
典
も
な
く
殆
ん
ど
人

力
で
あ
っ
た
。
上
を
述
ぷ
道
典

に
し
て
も
、
柳
の
枝
や
熊
樅
で

作
っ
た
エ
ビ
、
繩
モ
ヅ
コ
が
雌

良
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
も

ち
ろ
ん
ス
コ
ッ
プ
が
あ
る
わ
け

が
な
い
。
川
仙
術
に
使
う
鍬
と

水
で
作
っ
た
ケ
ン
、
ン
キ
の
よ
う

も
屯
。
ｂ

な
も
の
で
作
難
し
た
と
思
う
力

の

（
(9)

●

雫
て
の
姉
〃
は
人
変
な
も
の
。

緋
心
さ
ん
た
ん
、
よ
う
や
く

州
米
ｋ
る
と
、
今
哩
は
火
刑
が

降
る
た
び
に
、
火
風
（
や
ま
せ

）
の
波
に
た
た
か
れ
て
決
壊
す

る
。
恐
ら
く
腱
い
耶
川
の
川
に

は
何
卜
川
と
な
く
堤
防
が
破
ら

れ
、
こ
わ
さ
れ
、
そ
の
度
脈
に

、
姓
た
ち
は
ど
ん
な
に
雛
離
し

た
こ
と
か
知
れ
な
い
。

こ
う
し
た
惨
め
な
繰
り
返
し

が
ｎ
年
も
の
瞳
い
Ⅲ
続
い
た
の

だ
。
そ
の
噸
、
祁
帷
術
中
で
あ

る
椛
件
が
起
っ
た
。
そ
し
て

こ
の
伽
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
新

川
巣
と
い
う
桁
ｔ
が
、
尚
限
村

に
流
地
と
な
っ
た
。
数
年
後
に

汗
さ
れ
て
、
蛙
荊
附
村
の
役
を

仰
せ
つ
か
っ
た
。

こ
の
人
物
は
、
す
ぐ
れ
た
押

忠
の
排
・
服
で
あ
っ
た
。
彼
は
、

人
夫
を
か
り
雌
め
て
、
山
か
ら

｜
Ｏ
一
○
一
○○

瑚
露

惟
柴
（
な
ま
し
ぱ
）
を
伐
り
出

さ
せ
た
。
柴
の
細
い
な
ま
水
で

あ
る
。
こ
れ
を
臘
僅
で
綿
ま
せ

柴
の
束
（
た
ば
）
を
た
く
さ
ん

作
ら
せ
、
そ
れ
を
洲
池
の
水
川

に
派
ぱ
せ
た
。
こ
れ
が
防
風
に

大
変
な
効
鵬
を
あ
げ
た
の
で
あ

づ
つ
。

ど
ん
な
に
仙
い
束
風
が
吹
い

て
も
、
火
胤
に
な
っ
て
も
、
柴

の
束
が
波
に
乗
っ
て
移
勁
す
る

の
で
、
塊
防
の
決
壊
は
な
く
な

っ
た
。
新
岡
某
は
こ
れ
を
金
木

細
の
几
ヵ
所
の
淵
池
倫
梛
に
や

っ
た
。
そ
の
お
陰
で
、
及
い
Ⅲ

難
儀
し
た
東
風
に
よ
る
披
祥
が

防
烈
で
き
た
の
で
あ
る
。

ジ
ョ
ン
ガ
ラ
節
の
岨
の
文
句

に
あ
る
踵
淵
淵
池
の
押
貼
、
こ

れ
が
そ
の
柴
の
束
の
橘
残
り
を

伝
え
て
い
る
も
の
だ
。
、
八
卜

年
の
腓
、
淵
池
に
浮
ば
せ
た
柴

615
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●
宋
が
、
濁
水
期
に
水
が
な
く
な

る
と
塊
の
唯
の
泥
と
典
に
沈
み

そ
れ
に
色
々
な
噸
の
災
が
唯
九

で
米
て
根
を
狼
り
、
や
が
て
締

て
祁
品
と
な
っ
た
の
だ
と
い
わ

れ
て
い
る
。

そ
し
て
川
の
文
句
の
よ
う
に

祁
蠅
の
上
不
忠
縦
の
・
つ
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。
古
人
の
刊
忠

の
仲
火
さ
に
今
兜
蝋
が
さ
が
る
。

時
効
に
よ
っ
て
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
期
川
が

あ
る
た
め
、
将
米
無
年
金
行
と

な
る
人
を
対
象
に
、
昨
年
の
上

川
か
ら
来
年
の
六
川
ま
で
二
年

間
特
例
納
付
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。こ

の
描
樅
は
今
川
限
り
で
二

度
と
チ
ャ
ン
ス
は
き
ま
せ
ん
。

次
の
こ
と
を
今
一
度
確
認
し

て
、
骸
岬
す
る
と
き
は
、
憩
い

で
町
民
深
川
氏
年
金
係
に
ｆ
続

き
し
て
く
だ
さ
い
・

○
国
此
年
金
に
瑚
然
加
入
す
べ

き
な
の
に
加
入
し
て
い
な
か
っ

た
人
。

○
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る

時
効
保
険
料
の
特
例
納
付

ｌ
今
一
度
加
入
期
間
の
確
認
を
Ｉ

水
川
の
関
〃
に
唯
え
る
と
松

は
、
断
岡
繋
が
堤
防
Ｔ
池
を
析

伽
し
て
碑
を
巡
汀
一
し
た
際
に
柚

え
た
も
の
と
ほ
え
『
ら
れ
て
い
る

現
椛
刑
根
に
腓
仇
し
て
い
る
斬

川
・
・
郎
さ
ん
は
、
こ
の
〃
の
，
ｒ

係
で
あ
り
、
ま
た
金
木
町
の
述

批
雛
新
川
佐
典
術
の
跿
叫
新
川

肚
抑
さ
ん
も
・
族
の
流
れ
を
く

む
″
と
Ⅲ
い
て
い
る
。

（
「
金
木
郷
土
史
」
よ
り
）

が
保
険
料
を
洲
納
し
、
免
除
を

受
け
な
い
ま
ま
に
し
て
い
た
た

め
に
、
昨
効
と
な
っ
た
未
納
期

Ⅲ
が
あ
る
人
。

○
現
在
は
凶
氏
年
金
以
外
の
公

的
年
金
（
厚
惟
年
金
擁
）
の
川

人
行
、
又
は
そ
の
配
偶
肯
で
、

過
去
に
川
氏
年
金
に
叫
然
加
入

す
べ
き
で
あ
っ
た
期
間
が
あ
る

人
。※

特
例
納
付
帥
は
川
叫
千
円
で

す
。

取
扱
期
川
は
、
来
年
の
六
月

末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で

今
一
度
加
入
期
間
を
確
認
し
ま

し
よ
』
７
。
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狸小下小
田野山野 十

Ｈ
十
四
日
か
ら
二
十
日
ま

で
の
一
週
間
は
、
「
行
政
相
談

週
間
」
で
す
。

国
の
国
鉄
・
電
芯
公
社
・
専

光
公
社
・
公
庫
・
公
団
・
那
業

川
の
行
っ
て
い
る
仕
小
や
県
・

市
町
村
が
国
か
ら
委
任
さ
れ
て

い
る
仕
聯
、
国
か
ら
の
補
助
金

を
受
け
て
い
る
仕
獅
な
ど
に
つ

い
て
、

－ご誕生－
おめでとう

「
行
政
相
談
週
間
」
御
存
知
で
す
か

（
八
月
届
出
分
）

準
也
（
正
）
金
木

批
子
（
康
彦
）
金
木

夏
樹
（
拓
男
）
喜
良
市

良
（
久
）
溌
瀬

縁
〈

〈

（

Ｉ

篝
＝

＝

室
室

雲
室鑿
＝＝

踵
谷
川
淵
（
武
美
）
金
木

吉
田
壮
志
（
隆
雄
）
金
木

棟
方
広
樹
（
武
美
）
認
瀬

工
藤
克
美
（
波
）
金
木

土
岐
締
子
（
淳
逸
）
斑
瀬

白
川
真
紀
子
（
寛
）
川
倉

北
川
大
助
（
大
成
）
金
木

対
腸
充
洋
（
豊
）
金
木

坂
本
深
雪
二
志
）
藤
枝

沢
田
雅
彦
（
正
）
嘉
瀬

松
川
惣
昌
（
豊
）
金
木

白
川
牧
朗
（
勝
二
川
倉

米
谷
修
一
（
Ｈ
出
明
）
喜
良
市

今
幸
則
（
武
則
）
金
木

藤
元
新
（
浦
則
）
響
良
市

沢
川
大
介
（
孝
夫
）
金
木

、
川
喬
奈
子
（
忠
治
）
川
倉

①
仕
聯
を
こ
の
よ
う
に
し
て
ば

‐
し
い

②
仕
蛎
が
遅
れ
て
い
る

③
仕
聯
が
間
違
っ
て
い
る

④
手
続
き
が
わ
か
ら
な
い

⑤
役
所
の
職
貝
か
ら
不
親
切
な

扱
い
を
受
け
た

⑥
説
明
な
ど
に
納
得
が
い
か
な

い

な
ど
の
苫
傭
・
要
望
は
蒜
森
市

１
１
１
１
１
１
く
Ｉ

●
へへへへへへ

隔小大下伊葛三I)1葛工竹外
山 椋橋旧藤間上川西藤内崎

杵ゆ専
圭武子和茂う 一 牧 晃 和
子リ）市孝子勝子郎-f一子拓へ
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内
に
あ
る
青
森
行
政
監
察
局
か

行
政
相
縦
委
貝
の
川
村
雄
三
さ

ん
（
小
川
町
）
が
受
付
け
て
い

ま
す
。

申
し
出
は
、
吹
接
お
い
で
い

た
だ
く
か
、
ま
た
は
手
紙
や
屯

話
で
も
結
描
で
す
。

行
政
祷
理
庁
で
は
、
こ
れ
ら

の
こ
と
を
一
般
の
方
々
に
即
解

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
雄
年
卜

月
の
第
三
週
を
「
行
政
柵
談
週

間
」
と
し
、
こ
の
制
度
の
辨
及

－ご結婚－

おめでとう １
１
１
１
１
口

I
〆へ一、〆へ／一、

須塚小rl工松商lll
藤本関川瀧川 橋 ! ' 】
あ 喜由
き正l!f美昭i,,iX
ゑ行イー雄一/･ソ）‐/-姉

啓
も
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
の
「
行
政
相
談
週
間
」
の

期
間
に
住
民
の
生
活
に
蛾
も
身

近
な
仕
事
を
し
て
い
る
行
政
機

関
が
一
堂
に
集
ま
り
、
直
接
苦

怖
な
ど
を
受
付
け
て
、
解
決
を

す
る
「
一
Ⅱ
合
川
行
政
柑
縦
所

」
を
十
Ⅱ
十
六
Ⅲ
㈹
苛
森
市
市

雌
会
館
で
催
し
ま
す
。
相
淡
は

無
料
で
、
秘
密
は
絶
対
に
守
り

ま
す
。
お
気
糀
に
御
扣
縦
く
だ

さ
い
。町の人口と世帯数

｜ｿ）7，252人

人口｛女7，448人

li汁14,700人

世幣激3，890世僻
(S54.8.31現ハヨ）

（
イ
マ
）
畷
瀬

（
八
郎
）
滴
城
叫

（
″
四
郎
）
孫
漱

（
ミ
エ
）
几
所
巾

（
要
八
郎
）
金
木

（
文
敏
）
柏
村

（
ハ
ル
）
秋
川
県

（
慶
二
金
木

〉

〉
〉

● へ へ へ へ

福土山商田村商鈴
井雌中橋中一t森木
f11"
忠明焚正る安淀
へ 夫 子 己 え 功 - f 博
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喜東嘉千金石木金
良京 葉 1 1 1 造
,li都瀬県木県町木

一おくやみ一
申しあげます

墾塁圏
一一

（
八
川
服
川
分
）

刈
側
閏
雄
（
鯛
）
金
水

川
Ⅱ
ミ
ヨ
（
別
）
峠
Ⅲ

伊
藤
定
丘
郎
（
的
）
潔
瀬

長
内
タ
カ
（
鮨
）
金
木

嶋
海
ち
せ
（
鮨
）
金
木

今
チ
セ
（
脚
）
瀞
良
巾

渡
辺
蝦
巳
（
“
）
斑
瀬

安
川
タ
ョ
（
昭
）
嘉
瀬

吉
崎
弾
川
郎
（
沼
）
斑
瀬

今
年
も
も
う
収
稚
の
秋
に
な

り
ま
し
た
。
農
家
の
み
な
さ
ん

は
征
Ⅱ
、
野
良
仕
事
に
汗
を
流

し
て
い
る
こ
と
で
し
よ
・
７
。

さ
て
、
実
り
の
秋
。
秋
の
味

覚
は
い
ろ
い
ろ
と
蝋
甑
に
あ
り

ま
す
。
古
く
か
ら
庶
民
に
親
し

ま
れ
た
味
覚
の
味
は
ク
リ
で
し

レ
ナ
』
可
ノ
Ｏ

雌
近
で
は
、
食
用
よ
り
利
典

ｆ
の
材
料
と
し
て
人
気
が
尚
ま

り
ク
リ
拾
い
も
大
人
の
郷
愁

に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。ニ

ホ
ン
グ
リ
の
舳
梛
は
・
・
ｎ

に
も
の
ぼ
り
ま
す
が
、
近
年
、

改
良
が
す
す
み
大
粒
の
優
良
棚

が
生
ま
れ
、
「
銀
寄
せ
」
「
丹

沢
」
「
筑
波
」
な
ど
が
主
流
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
十
州
上
旬
に
か
け
て
が
収
楜

の
雌
盛
期
に
入
り
ま
す
。
ク
リ

は
つ
や
つ
や
し
て
虫
食
い
の
な

い
も
の
が
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
焼
き
グ
リ
、
蒸
し
グ
リ
、

ク
リ
飯
、
ク
リ
お
こ
わ
と
用
途

は
広
い
も
の
で
す
。
。

編
集
後
記
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